
広島国道事務所からの
お 知 ら せ

令和７年１０月１０日

同時資料提供先：合同庁舎記者クラブ
広島県政記者クラブ 
中国地方建設記者クラブ

令和５年３月１９日（日）に一般国道２号東広島・安芸バイパスが全線開

通して約2年が経ちました。地域活性化や企業活動の支援、暮らしの安全性の

向上など、多方面で発揮している最新の整備効果をとりまとめましたので、

お知らせします。

（問い合わせ先）

国土交通省 中国地方整備局 広島国道事務所

副所長   宮田 修（みやた おさむ）

【担当】計画課長  小林 佳太郎（こばやし けいたろう）

TEL(082)281-4133   FAX(082)286-7897

○広島国道事務所ホームページ https://www.cgr.mlit.go.jp/hirokoku/

道路の異状を発見したら・・・ 道路緊急ダイヤル 緊急通報＃９９１０へ

【バイパスへの交通転換】
○バイパスに並行する国道２号の交通量が約３割～７割減少し、バイパスへ交通転換して

います。

【地域活性化の促進】
○東広島市と広島市との時間短縮による、交通利便性の向上により、東広島市の移住・

定住促進の取り組みの支援に繋がっています。

【企業活動の支援、物流の定時性確保】
○製品輸送ルートの所要時間ばらつきが緩和され、定時性の確保に繋がっています。

【道路の安全性が向上】
○開通前に比べ、国道２号の死傷事故件数が約６割減少しています。

その他にも、様々な整備効果が上がっています！

＜概 要＞

ひがしひろしま あ き

広島国道事務所ＨＰ X(旧Twitter）
二次元バーコード

一般国道２号東広島・安芸バイパスが全線開通
したことによる、最新の整備効果をお知らせします！

～地域活性化・企業活動・交通安全など、各分野で効果実感～
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バイパスと国道2号の交通量

○今回開通区間１年後におけるバイパスの交通量は約208～257百台/日です。
国道2号の交通量は約3～7割減少し、周辺の道路からもバイパスへ交通が転換しています。

整備効果 交通円滑化

バイパスへの交通転換

開通前 開通1年後 開通前 開通1年後 開通前 開通1年後

断面交通量の変化

瀬野東IC～上瀬野IC

断面① 断面③ 断面④今回開通区間

開通前 開通1年後

海田西IC～海田東IC

断面② 今回開通区間

国道2号

微増

広島高速1号線
国道2号（国管理）

東広島バイパス
国道2号（県管理）
広島高速1号線
瀬野呉線

安芸バイパス
国道2号（県管理）
山陽道
津江八本松線

西条バイパス
山陽道
国道486号

国道2号

約3割減

国道2号

約7割減

西条BP

約3割増

出典：交通量調査結果【開通前】R4.11.10（木）、【開通1年後】R5.11.7（火） ※【開通前】「瀬野呉線」「津江八本松線」は令和3年度全国道路・街路交通情勢調査、2号線の一部はR4交通量調査結果より
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整備効果 地域活性化

東広島市における移住・定住の促進

○東広島市は広島市の近隣市として位置しており、学園都市という性質に加え産業も集積が進んでおり、居住環境の整備など多様
な移住・定住の取り組みを行っています。しかしながら、バイパス開通前は広島市へのアクセス道路は国道2号しかなく、交通混雑
により、特に朝夕ピーク時の通勤所要時間が長くなっていました。

○バイパスが全線開通したことで広島市内への所要時間短縮が図られ、アクセス性向上を移住・定住促進のアピールポイントとす
るなど、東広島市が地域活性化への取り組みを支援しています。

広島市～東広島市のアクセスルート

所要時間の変化（広島市⇔東広島市）
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自治体の声

東広島市地域振興部地域づくり推進課 ヒアリング結果（R7.7）

・広島市への近接性が魅力ですが、交通渋滞が慢性化しており、広島市まで
の道路距離に対して実際の通勤時間が長くなっていることが、移住が進ま
ない1つの要因となっていました。

・東広島市の転入人口は近年増加傾向にあり、令和4年で過去最大となりま
した。移住相談の問合せも定期的に入っており、東広島・安芸バイパスの
開通が東広島市の地域活性化につながると思っています。

資料：令和2年国勢調査
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出典：広島県人口移動統計調査

※各年4月1日時点におけるの
転入転出の差の平均
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海田東～中野間
開通

移住・定住者の増加が
全線開通以降、さらに進展R5.3

全線開通

東広島市における移住・定住の取り組み

【情報発信】
東広島市の移住に係る情報（仕事、住まいなど）を
一元的に提供

⇒移住支援サイト「風と自由と東広島」
【支援制度】

住まいに関する支援⇒「空き家バンク」など
東広島市の人口減少地域で起業をめざす方等への支援

⇒移住者等創業及び事業承継支援事業補助金
東広島市への就職活動・移住する方への支援

⇒地方就職支援金
東京圏から東広島市へ移住して就職・テレワーク・起業等
される方への支援

⇒移住支援金

▼移住支援サイトを開設

出典：移住支援サイト「風と自由と東広島」
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約81分

約60分

約76分
【バイパス一部整備：国道2号+東広島BP】

【バイパス全線整備：東広島・安芸BP】
約21分
短縮

【バイパス全線未整備：国道2号】

約5分
短縮

出典：ETC2.0プローブデータ
【バイパス全線未整備】H9道路交通センサスの混雑時旅行速度
【バイパス一部整備】R4.10平日 7,17時台平均
【バイパス全線整備】R6.10平日 7,17時台平均
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整備効果 物流

定時性の確保

○東広島市には多くの工業団地が集積し、特殊品や金属機械工業品等が国際拠点港湾である広島港に国道2号を経由して輸送さ
れていますが、渋滞等の発生による広島港への所要時間のばらつきにより、予定時間に目的地に到着できないことが課題でした。

○バイパスの全線開通により、東広島市から広島港の所要時間のばらつきが緩和され、到着時間を予測しやすくなるとともに、出航
時間に余裕をもって間に合うようになり、ドライバーの心理的な負担の軽減等にも波及効果が広がっています。
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東広島市から広島港への搬送品目

・1日3便の時間指定で東広島から広島市方面に輸送

しています。

・東広島・安芸バイバスが全線開通するまでは、納品

先までの時間が予測できず、ストレスを抱いたまま納

品作業になることが多々ありました。

・東広島・安芸バイパスが全線開通したことで安定した

到着時間が予測できるようになり、余裕を持って作業

に取り組むことができます。

物流企業の声
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東広島市内から広島港へのアクセス

大型車の交通分担状況

出典：交通量調査結果【開通前】R4.11.10（木）、【開通後】R5.11.7（火）
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東広島市⇒広島港の貨物は
特殊品が約4割、

金属機械工業品が約3割
を占める

※フレート・トン：容積または重量のどちらか
が大きい方を貨物数量に換算した単位で、
容積は1,133立方センチメートル、重量は
1,000kgをもって1フレート・トンとする。
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出典：東広島・安芸バイパス全線開通に関する沿線企業へのアンケート調査結果（R6.2）
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出典：ETC2.0プローブデータ 【開通前】R4.10平日平均、【開通後】R6.10平日平均
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出典：地域経済分析システム
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整備効果 企業活動

バイパスや国道2号を利用する企業の方々の声

○バイパスを利用する企業の方々からは、バイパスの全線開通により渋滞が緩和した（約9割）、安全性が向上した（約7割）、快適
に走行できる（約9割）との回答をいただいています。

○その他、「運転のストレスが軽減した」「家族と過ごす時間・娯楽余暇の時間が増えた」等の業務活動や日常生活の変化、新たに
生まれた時間の使い方に関して効果を実感する声が寄せられています。
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出典：東広島・安芸バイパス全線開通に関する沿線企業へのアンケート調査結果（R6.2）

・バイパス整備後も業務の都合上国道2号を利用していますが、以前より渋滞が少なくなり、

乗務員の負担が減ったと思われます。

・東広島・安芸バイパスの整備前は、並行する山陽道が災害や交通事故で通行止めに

なった場合、多くの車が国道2号に流れて渋滞することがあり、予定通りに目的地に到

着することができず、待ち合わせにも遅れたことがあります。整備後は、国道2号と東広

島・安芸バイパスのダブルネットワークになっており、道路ネットワークが充実して助かっ

ています。

東広島・安芸バイパスを利用する沿線企業の声

・1日3便の時間指定で東広島から広島市方面に輸送しています。東広島・安芸バイバスが

開通するまでは、納品先までの時間が予測できず渋滞があろうものなら迂回する経路が

なくストレスを抱いたまま納品作業になる事が多々ありました。

・東広島・安芸バイパスが開通したことで、到着時間が予測でき安定した走行で余裕を持っ

て作業に取り組むことができます。

・国道2号と東広島・安芸バイパスのダブルネットワークによって

東広島～広島市内の往復時間が30％程度短縮され、渋滞を

回避できるようになりました。今までのストレス軽減にも繋が

りありがたいです。

東広島・安芸バイパスの
渋滞状況の変化

東広島・安芸バイパスの
安全性の変化

東広島・安芸バイパスの
走行快適性

沿線企業の声

日常生活や業務活動の変化 新たに生まれた時間の使い方

C企業

B企業

A企業

n=13

質問：東広島・安
芸バイパス
の渋滞は、
整備前に比
べて緩和し
たと思いま
すか。

質問：東広島・安
芸バイパス
の 通 行 時
の 安 全 性
は、整備前
に比べて改
善したと思
いますか。

n=13

質問：東広島・安
芸バイパス
は、快適に
走行できま
すか。

n=13

ストレスが
軽減された

n=15
※複数回答可 ※複数回答可

n=15

家族と過ご
す・余暇の時
間が増えた

H26.3.29
4.4km

H18.3.25
2.7km

安芸バイパス 7.7km

H10.9.30
0.6km

開通
区間

東広島バイパス 9.6km

Ｂ企業
広島市南区へ輸送

（バイパス経由）

広島市
南区

A企業
広島方面へ輸送
（バイパス経由）

C企業
広島市南区へ輸送

（国道2号経由）

広島
方面

2

E2

54

183

2

凡例
今回開通区間
一般国道（直轄管理区間）
一般国道（直轄管理区間外）
一般国道（事業中）
高速道路
主要地方道
一般県道



東広島・安芸バイパス一般国道２号 東広島・安芸バイパス

124

26

0

50

100

150

200

開通前 開通後

(件/年)(件/

広島空港

広島市
中心部

広島市中心部～広島空港の走行経路

整備効果 空港

空港利用の促進・周辺地域の活性化

山陽道(広島東IC～志和IC)の渋滞発生件数

開通により山陽道
の渋滞発生件数は

約8割減少

（R7.7バス運行会社 ヒアリング結果）

○広島空港利用者の約5割は発着地が広島市内であり、空港バス等、その多くが山陽自動車道を利用してアクセスしていますが、
山陽自動車道は交通集中による渋滞が多数発生しており、運行の安定性が損なわれる機会がありました。

○東広島・安芸バイパスの全線開通により、空港へのダブルネットワークが形成され、東広島・安芸バイパス利用の割合が増加しています。
その結果、山陽道の渋滞が約８割軽減するなど速達性・定時性が向上し、空港利用の促進や周辺地域の活性化を支援しています。

※開通前：R2～3年度、開通後：R5～6年度
※事故・工事等その他の要因は除く

出典：西日本高速道路株式会社

広島空港へのアクセスルート
Ｎ

H26.3.29
4.4km

H18.3.25
2.7km

安芸バイパス 7.7km

H10.9.30
0.6km

開通区間
R5.3.19
開通区間

東広島バイパス 9.6km

R5.3.19

1.6km
8.4km

【山陽道】広島IC～西条ICの通行止め：上下線で各平均6回/年

【開通前】事故・渋滞等が
多発していた区間（国道2号）

至山口

至福山

至大竹

山陽道ルート

東広島・安芸BP
ルート

2

E2
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2

広島空港利用者の発着地 広島空港利用者の交通手段

バス運行会社の声

志和IC

広島東IC

交通が東広島・安芸
バイパス経由に転換

※小型車が対象
出典：ETC2.0プローブデータ【開通前】R4.10月、【開通後】R6.10月

開通前

開通後

n=2,020
ｻﾝﾌﾟﾙ/月

n=6,287
ｻﾝﾌﾟﾙ/月

走行経路
分析断面

東広島・安芸BPルートの
利用割合が増加

広島IC

西条IC

高屋JCT 河内IC

凡例
今回開通区間
一般国道（直轄管理区間）
一般国道（直轄管理区間外）
一般国道（事業中）
高速道路
主要地方道
一般県道
山陽道ルート
東広島・安芸BPルート

※平日と休日の合計
出典：R5航空旅客動態調査

※平日と休日の合計
出典：R5航空旅客動態調査

※通行止め実績：R1～R6年度の平均
（工事による通行止めは除く）
出典：西日本高速道路株式会社

空港～広島間の
速達性・定時性が向上

 東広島・安芸バイパスの全線開通により一般車両等の
交通が転換することで、山陽自動車道では、朝夕ラッ
シュ時における広島東IC～志和IC間の交通量が減少
しています。

 お客様のためにも飛行機の出発に確実に合わせて運
行する必要があるため、広島空港リムジン線の移動時
間の短縮や、定時性の向上の効果は大きいです。

 また、山陽自動車道で一般車両による事故が発生した
場合でも、開通前のような通過に相当の時間を要する
著しい渋滞が減少したと感じております。

 東広島・安芸バイパスは、迂回経路のひとつとして検
討しています。



東広島・安芸バイパス一般国道２号 東広島・安芸バイパス

225 

76 

257 

225 

333 

0

100

200

300

400

500

開通前 開通後

（百台/日）

整備効果 事故

交通分散による死傷事故の減少

○バイパスの全線開通前の国道2号で発生していた死傷事故は、渋滞等に起因しやすい追突事故が約5割を占めていました。
○バイパスの全線開通により交通分散が図られ、国道2号及びバイパスの合計死傷事故件数は約6割減少しています。特に追突事
故は約7割が減少しており、安全性の向上に寄与しています。

出典：開通前：交通量調査（R4.11.10（木））
開通後：交通量調査（R5.11.7(火)）

断面交通量
約5割増加

全線開通による交通量・死傷事故件数の変化

＜交通量の変化＞ ＜死傷事故件数の変化＞

国道2号の事故発生状況

＜乗用車事故による渋滞（R2.6.14）＞

撮影日：R2.6.14

写真①

※【集計区間】国道2号：大正交差点～溝迫交差点、東広島・安芸バイパス：海田西IC～八本松西IC
出典：開通前：交通事故・統合データベース（R1～R4の各年3.20～12.31の286日間平均）

開通後：交通事故・統合データベース（R5.3.20～R5.12.31（286日間））

国道2号の事故特性

広島県警察本部 ヒアリング結果（R6.1）

警察の声

・バイパスに並行する国道2号は、広島～東広島
間の通勤車両や物流車両が多いことが特徴です。
開通前は、様々な交通が混在・集中していること
で渋滞がたびたび発生し、渋滞によって発生す
る交通事故が多い状況でした。

・東広島・安芸バイパスの全線開通により、国道2
号の交通量が減少し、渋滞が緩和することで、渋
滞に起因する追突事故が減少しています。

＜国道2号の事故類型別の死傷事故件数＞
（件/286日）

国道2号およびバイパス全線開通前の死傷事故率

出典：開通前：交通事故・統合データベース
（R1～R4の各年3.20～12.31の286日間平均）
開通後：交通事故・統合データベース（R5.3.20～R5.12.31（286日間））

死傷事故件数
約6割減少

車両単独

人対車両

車両相互その他

正面衝突

右左折

出会い頭

追突

追突が約5割
を占める

約7割減少

国道2号 東広島・安芸バイパス 国道2号 東広島・安芸バイパス

貫道橋東詰交差点
140.9件/億台キロ

八本松西IC
はちほんまつにし

上瀬野IC
かみせの

瀬野東IC
せのひがし瀬野西IC

せのにし

中野東IC
なかのひがし

中野IC
なかの

海田東IC
かいたひがし

海田西IC
かいたにし

開通区間
1.6km

H18.3.25
2.7km

H26.3.29
4.4km

安芸バイパス 7.7km東広島バイパス 9.6km

R5.3.19開通区間 8.4km

22

31
海田ランプ
H10.9.30
0.6km

交通量断面

E2

志和IC

溝迫交差点

R5.3.19

大正交差点

海田町
安芸区

東広島市

海田東小学校前交差点
556.6件/億台キロ

一貫田交差点
181.1件/億台キロ

大正交差点
123.2件/億台キロ

市頭交差点
195.3件/億台キロ

海田中学校
西交差点
201.6件/億台キロ

日の出町交差点
139.2件/億台キロ

海田中学校入口交差点
201.6件/億台キロ

寺迫北橋交差点
139.1件/億台キロ

日下橋南交差点
122.1件/億台キロ

国道2号およびバイパス全線開通前の死傷事故率

出典：交通事故・道路統合データベース（R1.3.19-R5.3.18の年平均）

凡 例

国道2号（東広島・安芸BP並行）

東広島・安芸バイパス

主要地方道矢野海田線

年平均死傷事故率（件/億台キロ）

高速道路
東広島・安芸BP
（R5.3.19開通区間）
一般国道（直轄管理区間）
一般国道（直轄管理区間外）
県道・市道

道路網

※R4全国平均死傷事故率 ：43.5件/億台キロ



東広島・安芸バイパス一般国道２号 東広島・安芸バイパス整備効果 防災

道の駅を拠点とした防災機能の強化

Ｎ

東広島市役所

海田西IC
かいたにし

海田東IC
かいたひがし

中野IC
なかの

中野東IC
なかのひがし

瀬野東IC
せ のひがし

上瀬野IC
かみせの

八本松西IC
はちほんまつにし

瀬野西IC
せ の にし2

E2
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2

H26.3.29
4.4km

H18.3.25
2.7km

安芸バイパス 7.7km

H10.9.30
0.6km

R5.3.19
開通
区間

1.6km

R5.3.19開通区間

東広島バイパス 9.6km

8.4km
道の駅西条のん太の酒蔵

防災拠点へのアクセス向上による
災害時の安心感の高まり

安心

51.5%

かなり安心

17.6%
変わらない
30.9%

69%

約7割が安心と回答

出典：webアンケート調査結果（R5.9） n=68

※防災拠点としての、道の駅「西条のん太
の酒蔵」が選定されていることを「知って
いる」と回答された方を集計

 東広島・安芸バイパスが開通した令和5年3月、『東広島市
地域防災計画』の中で、道の駅西条のん太の酒蔵を「防
災拠点施設」、道の駅の駐車場を「自家用車用避難場所」
として位置付けました。

 令和5年8月に実施した『東広島市総合防災訓練』では、道
の駅西条のん太の酒蔵で、マンホールトイレ設置訓練等
を行いました。その後も毎年、消防・防災イベントを開催し
ています。

 東広島・安芸バイパスの全線開通により、これから発生す
る可能性のある大規模災害発生時には、緊急輸送道路の
一つとして機能することが期待されます。

自治体の声

東広島市総務部危機管理課 ヒアリング結果（R7.7）

《道の駅での防災訓練の様子》

※東広島市総合防災訓練（R5.8）にて、東広
島市と道の駅が協力してマンホールトイレ
設置訓練を実施

Ｎ

防災道の駅「西条のん太の酒蔵」
（広島県東広島市）

大規模災害時には、
近隣の都道府県から警察や自衛隊の

救援部隊が拠点に集結

○「西条のん太の酒蔵」は「防災道の駅」に選定されており、バイパス全線開通により、新たなリダンダンシーの確保がされたことに
より、災害時に迅速にアクセスできるようになりました。

○また、「西条のん太の酒蔵」は、県の防災計画において「救援部隊集結拠点（警察・自衛隊）」、市の防災計画において「防災拠点
施設」「自家用車用避難場所」として位置付けられており、地域の方々からは、アクセス性向上により災害時の備えとして安心でき
るようになったとの声を多くいただいています。

広島県唯一の防災道の駅「西条のん太の酒蔵」

凡例
今回開通区間
事業中区間
第一次緊急輸送道路
第二次緊急輸送道路
第三次緊急輸送道路

※国土交通省プレス「防災道の駅として 39 駅を初めて選定し
ました！」R3.6.11を元に作成

西条バイパス 11.3km

道の駅西条のん太の酒蔵

出典：道の駅「西条のん太の酒蔵」HP

災害時の支援活動に必要な
スペースとして、2,500ｍ２

以上の駐車場を保有

貯水タンク・防災倉庫・通信設備・自家発電
（無停電化、耐震化）

マンホール
トイレ



東広島・安芸バイパス一般国道２号 東広島・安芸バイパス
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(n=1,035)

国道2号 バイパス

削減量は、マツダ
スタジアムの面積※の

約118倍の森林吸収量

に相当

広島県トラック協会 ヒアリング結果（R7.7）

・所要時間が短縮するとともに、納品時間や帰社時
間が計算しやすくなりました。また、ドライバーの拘
束時間が短くなっています。

・信号待ちが少なくスムーズに走行できるため、燃費
が向上しているという実感があります。

整備効果 環境

燃費の向上やCO2排出量の削減によるSDGsへの貢献

○東広島市～広島市内間の貨物車の輸送ルートは、バイパス全線開通前では「国道2号利用」が約７割を占めており、国道2号は
交通集中により速度低下が発生していました。

○今回の全線開通により、貨物車がバイパス利用に転換し、「東広島・安芸バイパス利用」が約７割となっています。また、スムーズ
な走行が可能となったことから、開通後のバイパスと国道2号を比較すると、貨物車の燃費やCO2排出量が約２割減少するなど、
環境に良い輸送が実現しています。

貨物車の輸送ルートの変化
Ｎ

東広島バイパス 9.6km

H26.3.29
4.4km

H18.3.25
2.7km

安芸バイパス 7.7km

H10.9.30
0.6km

R5.3.19
開通区間

R5.3.19開通区間

至

岡
山

至

山
口

至 呉市
海田町

安芸区

東広島市

府中町

南区

2

2

E2

開通後の走行貨物車の燃料消費量の削減 開通後の走行貨物車のCO2排出量の削減

出典：トラプロ®データ R6.9～11平日 東西平均

※トラプロ®データから把握した国道2号、東広島・安芸バイパスそれぞれを走行する大型車の
「燃費※①」をもとに、「大型車断面交通量（R5.11.7(火)調査）※②」が年間平日日数（245日）の
期間、走行したと仮定して算出した結果

※①：国道2号 3.7km/L、東広島・安芸バイパス 4.6km/L ※②：国道2号＋東広島・安芸BP：6,146台/日
※1台あたりの平均年間燃料消費量を約2.26万L（国交省及びトラック協会資料より）として削減台数に換算

※杉林のCO2吸収量を8.8t/ha年（林野庁HP）、
マツダスタジアムの面積を5.05ha（Mazda Zoom-Zoomスタジ
アムHP）として換算

削減量※は貨物車の年間給油量の約90台分に

相当

約２割減 約２割減

Mazda Zoom-Zoomスタジアム
道路利用者の声

所要時間の変化（広島市⇔東広島市）

出典：Googlemap @2022 CNES/
Airbus, Maxar Technologies, planet.com
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かいたひがし

中野IC
なかの

中野東IC
なかのひがし

瀬野東IC
せ のひがし 上瀬野IC

かみせの

八本松西IC
はちほんまつにし
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×11810

10

10

10

10

10

10

国道2号 東広島・安芸バイパス

東広島市⇔広島市内方面を走行する

貨物車の国道2号・バイパス利用割合

出典：トラプロ®データ【開通前】R4.9～11平日
【開通後】R6.9～11平日

※トラプロ®データ：全国約1万台（約6億キロ/年）の貨物車走
行データ（速度、燃費、GPSなど）を、交通解析に使用可能
なデータとしたもの

凡例
今回開通区間
一般国道（直轄管理区間）
一般国道（直轄管理区間外）
一般国道（事業中）
高速道路
主要地方道
一般県道
主要渋滞箇所
開通前ルート
開通後ルート

10

約76分
【バイパス一部整備：国道2号+東広島BP】

【バイパス全線整備：東広島・安芸BP】
約21分
短縮

【バイパス全線未整備：国道2号】

約5分
短縮

出典：ETC2.0プローブデータ 【バイパス全線未整備】H9道路交通センサスの混雑時旅行速度
【バイパス一部整備】R4.10平日7,17時台平均、【バイパス全線整備】R6.10平日 7,17時台平均



東広島・安芸バイパス一般国道２号 東広島・安芸バイパス

毎週市内へ遊びに行ける！ごはんがゆっくり食べられる！竹原産物を道の駅へ！市内へ！ゆとりをもってお届け！

通勤が便利になり、好きなテレビを見られるようになった！

業務

通勤

日常生活

娯楽

出典：道の駅「西条のん太の酒蔵」におけるアンケート調査結果（R6.2）

カープ観戦へ！！ 一早く応援に！！

道路開通によって、地域の皆さんの生活が変わってきています。その変化の事例をご紹介します。

広島市南区に住んでいますが、通勤がとても便利に
なりました。30分ぐらいで道の駅まで来れるようになっ
ています。バイパスができたことで道の駅が目的にな
り、昨年度より来客が増加してます。

道の駅「西条のん太の酒蔵」駅長

広島市内のデパートやひろしまゲートパークなど
に竹原のお肉を出品することがありますが、バイ
パスの開通までは高速道路を使っていました。
今ではバイパスに配送ルートを変更しましたが、
ゆとりを持って配送できています。

道の駅「西条のん太の酒蔵」商品搬入者
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カープ観戦が
できるように

バイパスができたことで、 11時に安芸津を出て12時

半には広島市内に着くようになり、帰りも早く家に帰
れるようになりました。知り合いからは、早く到着でき
るようになったので、駅前で買い物をしてからスタジ
アムに観戦に行けるようになったと聞いています。
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買い物
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バイパスの開通により、広島市内に買い
物へ行く機会が増えました。市内への到
着にかかる時間が30分程度短くなり、19
時30分に広島市内を出発しても20時頃

には帰宅できるので、市内でゆったりと
家族と買い物が出来る様になりました。

ゆったり
楽に買い物が

できる

整備効果 地域の声

バイパス開通による生活の変化

道路開通によって
家族時間・娯楽時間が増えました!!

道の駅利用者

道の駅利用者
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